




















1.はじめに 

母と子はその各々が発現している、有形の、無形の信号によって行動し、お互いに成長を

続けているといわれているが、われわれは障害のある児を持つ母親と健康児の母親とを児

の各種場面に於ける反応で比較することにより育児態度の差をみようとした。テストには

小嶋教授が作成された「母子関係検査法」12 を用いてたが、これは投影法であり、被検者

がうまくその場面に入りこめれば図版上の母子間の交流は実際の母子相互作用を表現する

であろうと思われる。60年度は精神発達遅滞児とその母親について検査を行なったが、こ

こでは 59 年度に施行した肢体不自由児とその母親の検査結果と併せて障害児およびその

母親の特徴を述べてみたい。 


